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3/11 空港開港へカウントダウン （ 主 な 議 案 ）Ｐ 2 - 3

新市一体化への対応状況 （委員会 QA）Ｐ 4 - 6

議員任期も半分を経過！ （ 議 会 活 動 ）Ｐ 8 -10

ハードが先かソフトが先か？ （ 一 般 質 問 ）P 11-21

新委員会構成が決まる P 24

     
２０１０．１．２８２０１０．１．２８
第 16号第 16 号
議会広報議会広報
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平成 21年 12月定例会

開
港
日
の
決
定
？
・
・
・
国
交
省
大
臣
が
国
民
に
広
く
知
ら
せ
る
「
告
示
」（
官
報
へ
の
掲
載
）
に
よ
り
正
式
に
決
定
（
平
成
21
年
11
月
19
日
）。
開
港
日
を
３
月
11
日
と
し
、
ま
た
防
衛
省
が
管
轄
す
る
百
里
基
地
を
民
間
機
も
共
用
で
き
る
空
港
に
指
定
。

　平成 21 年の第 4回目となる定例議会が 12 月 3 日から 17 日までの会期で開かれ、23 件の議　平成 21 年の第 4回目となる定例議会が 12 月 3 日から 17 日までの会期で開かれ、23 件の議
案等について審議しました。案等について審議しました。
　また、最終日には委員の任期を２年と定める市議会の委員会条例に基づき、常任委員会委員　また、最終日には委員の任期を２年と定める市議会の委員会条例に基づき、常任委員会委員
等の改選を行いました。（裏表紙を参照）等の改選を行いました。（裏表紙を参照）

平成２１年 第４回 定例議会
１２月３日～１７日の会期で開催

（3月 11 日の開港に向けて整備が進む空港ターミナル・1月 8日現在）（3月 11 日の開港に向けて整備が進む空港ターミナル・1月 8日現在）

■ 

意
見 

■
（
福
島
議
員
）

給
与
引
下
げ
に
伴
う
時
短
に
は
賛
成
も

15
分
間
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
配
慮
を

「 

１
０
４
号 

」

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
・
ボ
ー
ナ

ス
引
下
げ
の
措
置
に
応
じ
て
、
勤
務
時

間
を
短
縮
す
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
が
、

閉
庁
時
間
が
こ
れ
ま
で
よ
り
15
分
早
ま

り
、
５
時
15
分
ま
で
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
他
の
自
治
体
で
も
実
施
さ
れ

て
い
る
よ
う
、
早
朝
夜
間
の
窓
口
対
応

を
可
能
と
す
る
勤
務
時
間
の
フ
レ
ッ
ク

ス
制
や
交
代
勤
務
等
に
よ
り
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
対
応
い

た
だ
き
た
い
。

■ 

そ
の
他 

■

島
田 

現
市
長
が
次
期
市
長
選

２
期
目
へ 

再
出
馬
を
表
明
！

　

島
田
市
長
は
、
岩
本
議
員
か
ら
の
一

般
質
問
の
中
で
、
任
期
満
了
に
伴
う
次

期
市
長
選
へ
の
意
向
を
問
わ
れ
、
２
期

目
再
出
馬
の
意
向
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

次
期
市
長
選
の
日
程
に
つ
い
て
は
、

現
市
長
の
任
期
が
平
成
22
年
４
月
29
日

で
４
年
間
の
期
間
満
了
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

投
開
票
日
を
４
月
11
日
（
日
）
と
す
る

こ
と
を
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

３
・
11
空
港
開
港
に
向
け
て

新
た
な
課
題
等
へ
の
対
応
策

　

11
月
19
日
の
国
土
交
通
省
告
示
に
よ

り
開
港
日
が
３
月
11
日
に
正
式
決
定
し
、

各
旅
行
会
社
か
ら
の
ツ
ア
ー
募
集
や
啓

発
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
な
ど
関
係
各
所

で
の
開
港
に
向
け
た
動
き
が
本
格
化
し

て
い
る
中
、
市
と
し
て
空
港
開
港
後
の

対
応
を
強
化
す
る
た
め
の
３
議
案
を
審

議
し
ま
し
た
。

１
．
健
全
環
境
の
保
持 「
１
０
３
号
」

　

空
港
周
辺
地
域
の
健
全
環
境
を
保

持
す
る
た
め
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
建
築

に
つ
い
て
、
空
港
入
口
の
メ
イ
ン
ロ
ー

ド
と
な
る
県
道
百
里
飛
行
場
線
等
か
ら

２
５
０
ｍ
以
内
を
規
制
す
る
。

２
．
基
地
対
応
の
強
化 「
１
０
６
号
」

　

空
港
開
港
（
基
地
共
用
化
）
に
伴
う

新
た
な
騒
音
発
生
な
ど
の
課
題
も
含
め

た
基
地
対
応
を
強
化
す
る
た
め
、
平
成

22
年
１
月
か
ら
「
基
地
対
策
専
門
員
」

を
採
用
す
る
。

３
．
地
域
経
済
の
活
性 「
１
０
８
号
」

　

空
港
東
側
に
整
備
す
る
空
港
テ
ク
ノ

パ
ー
ク
（
工
業
団
地
）
な
ど
市
内
へ
の

企
業
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
、
固
定
資

産
税
の
軽
減
措
置
を
５
年
間
延
長
す
る
。

茨 城 空 港茨 城 空 港   ３    ３ 月月１１ １１ 日（木）日（木）  開 港 日 決 定開 港 日 決 定
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審議結果

八
ツ
場
ダ
ム
？
・
・
・
利
根
川
支
流
の
吾
妻
川
（
群
馬
県
長
野
原
町
）
に
建
設
を
進
め
る
多
目
的
ダ
ム
。
茨
城
県
で
は
一
部
事
業
費
を
負
担
し
ダ
ム
完
成
を
前
提
に
暫
定
水
利
権
を
取
得
、
県
南
・
県
西
地
域
に
お
い
て
利
根
川
か
ら
取
水
し
水
道
用
水
を
供
給
す
る
。

No 議案等の名称　～主な内容～ 結
果 委員会審査

■ 条例の制定（1件）
103 茨城空港周辺におけるラブホテルの

建築等規制条例 ◎ 建 ◎

～空港周辺や接続道路において建築制限を行う～

■ 条例の一部改正（8件）
104 職員の勤務時間、休暇等に関する条例 ◎ 総 ◎

～法律に基づき、市職員の勤務時間を 8時間から
　7時間 45分に改める～

105 職員の育児休業等に関する条例 ◎ 総 ◎
～育児休業法の改正に伴うもの～

106 特別職の職員で非常勤のものの報酬
及び費用弁償に関する条例 ◎ 建 ◎

～基地対策専門員を新たに配置する～

107 税条例 ◎ 総 ◎
～住宅ローン減税の延長など法律制定に伴うもの～

108 産業活動の活性化及び雇用機会の創
出のための固定資産税の特別措置に
関する条例

◎ 市 ◎

～同条例を平成 25年 3月末まで延長する～

109 公共ホール条例 ◎ 市 ◎
～小川文化センターの愛称を ｢アピオス｣ とする～

110 消防団の設置等に関する条例 ◎ 総 ◎
～小川・美野里・玉里の旧３地区消防団を統合する～

111 消防団員の定員、任免、給与、服務
等に関する条例 ◎ 総 ◎

～消防団の統合に伴い、報酬・定員等を定める～

■ 平成 21 年度   補正予算（8件）
112 一般会計

補正額　2億 7,436 万円↑
◎ 各 ◎

113 国民健康保険（事業、直診勘定）
事業勘定）補正額　7,050 万↑
直診勘定）補正額　     61 万↓

◎ 文 ◎

114 後期高齢者医療保険
補正額　62万↑

◎ 文 ◎

115 下水道事業
補正額　1,635 万↑

◎ 建 ◎

116 農業集落排水事業
補正額　20万↑

◎ 建 ◎

117 戸別浄化槽
補正額　7万↓

◎ 建 ◎

118 介護保険（事業、サービス勘定）
事業勘定）補正額　1億 2,659 万↑

◎ 文 ◎

119 水道事業
収益収支）
　補正額　収入200万↑、支出　100 万↑
資本収支）
　補正額　収入6,440 万↑支出 6,800 万↑

◎ 建 ◎

１２月  定例議会  審議結果（全 23件）

〝 審議結果の表記・見方 〟
[ 審査委員会 ]
　総：総務、文：文教福祉、市：市民経済
　建：建設、各：各所管委員会
[ 賛否 ]
　◎：全会一致で 可　決
　×：全会一致で 不採択
　△：賛成少数で 不採択

No 議案等の名称　～主な内容～ 結
果 委員会審査

■ その他（5件）
120 市道路線の認定 ◎ 建 ◎

～市道小 10915、玉 5327 号線～

121 和解について ◎ 総 ◎

～水戸地方裁判所土浦支部における請求事件について
　同支部から提示された和解案に基づき和解する～

122 動産買入れ契約の締結 ◎ 総 ◎

～水槽付消防ポンプ自動車の買入れ契約の締結～

123 動産買入れ契約の締結 ◎ 文 ◎

～小中学校教育用情報機器の買入れ契約の締結～

124 動産買入れ契約の締結 ◎ 文 ◎

～小中学校教職員校務用情報通信機器の買入れ契約の締結～

■ 請願（1件）
5 八ツ場ダム中止問題について
紹介議員：福島ヤヨヒ △ 建 ×

１２月 定例議会 日程
日程 会 議 等 の 内 容 傍聴

3 日 本会議（開会、議案上程） １名

７日 本会議（一般質問） 31名

８日 本会議
（一般質問、質疑、委員会付託） 8名

９日 総務 常任委員会 －

10日 文教福祉 常任委員会 －

11日 建設 常任委員会 －

14日 市民経済 常任委員会 －

16日 議会広報 委員会
茨城空港推進 委員会 －

17日 議会運営 委員会
本会議
（報告、討論、採決、 委員選任、閉会）

1名
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平成 21年 12月定例会

Ａ　

勤
務
時
間
が
１
日
８
時
間
か
ら
７

時
間
45
分
に
改
め
ら
れ
、
終
業
時
間
が

５
時
15
分
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

育
児
休
業
の
内
容
は
？

Ａ　

育
児
休
業
の
改
正
は
、
小
学
校
就

学
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
場
合
、
短
時

間
勤
務
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
、
部
分
休
業
の
期
間
が
３
歳
未
満

か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
へ
と
拡
大
さ

れ
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

い
つ
か
ら
変
更
と
な
る
の
か
？

Ａ　

平
成
22
年
４
月
か
ら
で
す
。

Ｑ　

勤
務
時
間
の
変
更
に
よ
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
十
分
な

周
知
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

小
川
地
区
は
18
分
団
か
ら
８
分
団
に
、

玉
里
地
区
は
10
分
団
か
ら
６
分
団
に
な

り
ま
す
。
併
せ
て
消
防
団
員
の
定
数
も

見
直
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

い
つ
か
ら
統
一
す
る
の
か
？

Ａ　

平
成
22
年
４
月
か
ら
で
す
。

Ｑ　

消
防
車
両
の
配
置
は
？

Ａ　

現
在
、
市
内
全
部
で
38
台
あ
り
ま

す
が
、
再
編
後
に
は
35
台
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
車
検
時
に
廃
車
す
る
車

両
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
時
点
で
34

台
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

車
両
の
耐
用
年
数
を
踏
ま
え
た
購

入
計
画
は
？

Ａ　

耐
用
年
数
を
20
年
と
し
て
購
入
計

画
を
立
て
て
い
ま
す
。
今
回
の
統
合
等

に
よ
り
若
干
変
更
等
が
生
じ
る
た
め
、

各
団
間
に
お
い
て
配
置
移
管
等
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
加
味
し
な
が
ら

購
入
計
画
を
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

市
役
所
窓
口
が
５
時
15
分
ま
で
に

市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
へ
の
配
慮
を

Ｑ　

職
員
に
関
す
る
条
例
改
正
の
内
容

は
？

Ａ　

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
勤
務
時

間
と
育
児
休
業
に
関
す
る
改
正
で
す
。

Ｑ　

勤
務
時
間
は
ど
う
変
わ
る
の
か
？

　本会議で付託された 23件の議案等について、9日から 14日にかけて行われた各常任委員会で審査

しました。各常任委員会での審査について、主な質疑応答の内容をお知らせします。

　   　   委員会 審査 Ｑ＆Ａ
　　　　　　　　　　提出された議案等についての審査経過

市
消
防
団
組
織
を
一
本
化
へ

再
編
統
合
・
区
域
を
見
直
し

Ｑ　

消
防
団
統
合
の
内
容
は
？

Ａ　

こ
れ
ま
で
は
連
合
消
防
団
の
も
と

に
、
旧
町
村
の
３
つ
の
消
防
団
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
を
管
轄
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
市
の
消
防
団
組
織
と
し
て
一
本

化
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
管
轄
区
域
が

市
内
全
域
に
改
め
ら
れ
、
ま
た
、
団
員

階
級
・
報
酬
も
統
一
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

分
団
数
な
ど
の
変
更
は
？

Ａ　

既
存
消
防
団
を
再
編
し
、
現
在
の

33
分
団
か
ら
19
分
団
に
統
合
し
ま
す
。

美
野
里
地
区
は
現
在
の
５
分
団
の
ま
ま
、

総　
　

務

総　
　

務
（委員）
木名瀬
田　村
野　村
大　宅
村　田
荒　川

平成 22 年 4月から市役所の窓口業務が
15 分短縮に。市民が幅広く利用する窓
口業務等においては、特に住民への周知
徹底をはじめサービス低下に配慮した対
応が求められる （本庁舎 1階）

地域の防災リーダーとしてボランティア
色の強い消防団員。緊急時に備えた各種の
平時活動も求められる。全国的に団員数の
確保が課題となっており、近年は女性団員
が増加傾向にもある　　   （消防操法大会）

消
防
団
？
・
・
・
消
防
本
部
や
消
防
署
と
同
様
に
市
町
村
に
置
か
れ
る
消
防
機
関
。
地
域
に
密
着
し
て
災
害
発
生
時
だ
け
で
な
く
平
時
で
の
訓
練
・
警
戒
・
予
防
啓
発
活
動
も
行
う
。
団
員
の
身
分
は
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
。
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モ
ラ
ル
低
下
に
も
行
政
対
応
の
時
代

障
が
い
者
駐
車
ス
ペ
ー
ス
確
保
策
は

Ｑ　

公
共
施
設
に
も
身
障
者
用
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
は
い
る
が
、

健
常
者
の
方
が
駐
車
し
、
本
来
、
必
要

と
す
る
方
が
駐
車
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
と
も
聞
い
て
い
る
。

　

他
の
自
治
体
で
は
障
が
い
者
の
方
が

安
心
し
て
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
で
き

る
「
身
障
者
用
駐
車
場
利
用
証
制
度
」

を
導
入
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
が
、
本

市
で
の
対
応
策
は
？

Ａ　

各
施
設
を
管
理
す
る
部
署
が
分
か

れ
て
お
り
、
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
制
度
化
も

含
め
て
障
が
い
者
用
駐
車
場
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 委員会ＱＡ
羽
鳥
駅
東
に
保
育
園
が
開
設

Ｑ　

補
正
予
算
に
民
間
保
育
所
に
対
す
る

補
助
金
と
し
て
２
，
０
４
３
万
９
千
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
？

Ａ　

羽
鳥
駅
の
東
側
に
あ
る
住
宅
団
地

内
に
民
間
保
育
園
の
建
設
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
建
設
費
に
対
す
る
補

助
金
で
す
。
名
称
は
「
ミ
ー
ム
保
育
園
」、

定
員
60
名
、
２
階
建
て
の
園
舎
を
建
設

す
る
予
定
で
す
。

Ｑ　

開
園
日
は
？

Ａ　

平
成
22
年
４
月
に
開
園
の
予
定
で
、

現
在
、
入
園
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

文
教
福
祉

文
教
福
祉
（委員）
島　田
山　本
笹　目
小　川
藤　井
岩　本

市
と
し
て
初
の
防
災
訓
練
を
実
施

Ｑ　

市
と
し
て
は
じ
め
て
実
施
す
る
防

災
訓
練
の
開
催
日
時
は
？

Ａ　

平
成
22
年
１
月
24
日
に
玉
里
運
動

公
園
に
お
い
て
、
午
前
８
時
30
分
〜
午

前
11
時
40
分
ま
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ　

実
施
内
容
の
検
討
状
況
は
？

Ａ　

消
防
署
を
は
じ
め
関
係
機
関
、
団

体
と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
予
定
さ
れ
る
訓
練
内
容
は
、
避
難
、

初
期
消
火
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
な

ど
16
項
目
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

起
震
車
に
よ
る
地
震
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
は
じ
め
非
常
食
、
自
衛
隊
に
よ
る
装

備
品
や
、
過
去
の
災
害
時
の
航
空
写
真

の
展
示
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

多
く
の
市
民
が
参
加
す
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

市
の
広
報
誌
等
を
通
じ
て
案
内
し

て
い
き
ま
す
。

＊
本
広
報
紙
は
、
防
災
訓
練
実
施
後
の
発
行

と
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
周
知
・

啓
発
を
図
る
意
味
か
ら
掲
載
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

堅
倉
小
学
校 

校
舎
を
建
替
へ

建
設
用
地
に
隣
接
地
を
購
入

Ｑ　

今
回
、
堅
倉
小
学
校
の
校
舎
建
設

の
た
め
に
用
地
を
購
入
す
る
が
、
校
舎

建
設
計
画
の
内
容
は
？

Ａ　

現
在
の
堅
倉
小
学
校
校
舎
の
裏
側

に
隣
接
す
る
土
地
、
約
５
千
㎡
を
購
入

し
て
、
こ
の
土
地
の
上
に
新
校
舎
を
建

設
し
ま
す
。
新
校
舎
が
完
成
し
移
転
終

了
後
に
は
、
現
在
の
校
舎
を
取
り
壊
し

て
、
跡
地
は
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
利
用
し

て
い
く
予
定
で
す
。

Ｑ　

完
成
ま
で
の
期
間
は
？

Ａ　

２
年
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

新
た
に
用
地
を
購
入
す
る
理
由

は
？

Ａ　

現
在
の
敷
地
の
中
で
工
事
を
行
う

場
合
に
は
、
仮
校
舎
を
建
て
た
上
で
、

現
校
舎
の
建
つ
場
所
に
新
校
舎
を
建
設

す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
土
地
を
購

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仮
校
舎
を
建
設

す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
そ
の
分
の
コ

ス
ト
が
安
く
済
み
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
手
狭
だ
っ
た
グ
ラ

ン
ド
の
面
積
が
拡
張
さ
れ
ま
す
の
で
、

学
校
行
事
な
ど
も
含
め
教
育
上
の
効
果

も
期
待
で
き
ま
す
。

身
障
者
用
駐
車
場
利
用
証
制
度
？
・
・
・
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
の
方
、
妊
産
婦
の
方
な
ど
歩
行
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
に
対
し
て
、
自
治
体
が
証
明
書
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
本
当
に
必
要
な
人
の
た
め
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
制
度
。

市
民
経
済

市
民
経
済
（委員）
橋　本
萩　原
大和田
関　口
加　藤
福　島

茨城県では平成 20 年４月に、通称 モ
ラル条例と言われる〝快適な社会づく
り基本条例〟を施行。個人の道徳・規
範意識にも行政の介入する場面が顕在
化しているとも言える

ＪＲ常磐線 羽鳥駅東口側の旧クマトリ
跡地に 260 区画の住宅団地が造成され、
平成 19年 5月から分譲販売されている
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Ｑ　

放
送
時
間
が
変
更
さ
れ
た
が
？

Ａ　

こ
れ
ま
で
地
域
に
よ
っ
て
定
時
放

送
や
チ
ャ
イ
ム
放
送
の
内
容
に
違
い
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
市
の
一
体
感

を
損
ね
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
運
用
面

に
も
支
障
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
統
一
化

を
望
む
意
見
等
も
踏
ま
え
て
、
11
月
か

ら
暫
定
的
に
チ
ャ
イ
ム
放
送
の
時
間
を

統
一
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

変
更
に
よ
る
違
和
感
も
残
る
と
思

う
が
？

Ａ　

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
広

報
紙
等
を
利
用
し
て
周
知
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
原
則
と
し
て
朝
６

時
、
昼
12
時
、
夕
方
６
時
に
変
更
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
小
川
地
区
だ
け
は
、
周

波
数
の
関
係
に
よ
り
、
５
分
早
く
鳴
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

空
港
開
港
に
伴
う
諸
課
題
に
対
応

基
地
対
策
専
門
員
を
新
た
に
設
置

Ｑ　

非
常
勤
特
別
職
と
し
て
基
地
対
策

専
門
員
を
新
た
に
配
置
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
目
的
は
？

Ａ　

従
来
か
ら
の
基
地
対
策
に
加
え
空

港
開
港
に
伴
い
新
た
に
発
生
す
る
騒
音

等
の
問
題
等
に
対
し
て
、
専
門
的
な
知

見
を
有
す
る
方
を
採
用
し
、
今
後
の
対

応
の
充
実
を
図
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

勤
務
の
状
況
は
？

Ａ　

現
在
、
基
地
対
策
課
の
あ
る
小
川

総
合
支
所
に
一
般
職
員
と
同
様
に
勤
務

を
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ　

月
の
報
酬
額
を
25
万
円
と
す
る
根

拠
は
？
。

Ａ　

専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
方
と
い

う
こ
と
で
、
市
職
員
の
課
長
補
佐
級
の

再
任
用
時
の
給
与
を
超
え
な
い
範
囲
で

設
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

基
地
の
運
用
改
善
を
図
る
こ
と
は

地
域
住
民
の
長
年
の
願
い
で
あ
る
。

　

今
回
、
専
門
職
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

周
辺
住
民
の
安
心
安
全
に
つ
な
が
る
よ

う
、
そ
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

石
綿
水
道
管
の
更
新
状
況
も
踏
ま
え

消
防
施
設
の
効
果
的
な
設
置
を

Ｑ　

消
火
栓
の
設
置
費
用
は
？

Ａ　

１
基
で
お
よ
そ
50
万
円
で
す
。

Ｑ　

今
年
度
予
算
に
防
火
水
槽
の
設
置

費
も
計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
設
置
・
管

理
コ
ス
ト
を
考
え
る
と
、
消
火
栓
で
の

対
応
を
推
進
す
る
べ
き
で
は
？

Ａ　

地
域
の
消
火
施
設
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
要
望
や
消
防
水
利
計
画

を
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

現
在
、
耐
久
性
に
劣
る
石
綿
水
道
管

の
交
換
を
進
め
て
い
る
状
況
も
あ
る
。
こ

れ
ら
も
含
め
て
総
合
的
に
判
断
し
、効
果
・

効
率
的
な
手
法
で
お
願
い
し
た
い
。

身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業

Ｑ　

事
業
の
内
容
・
目
的
は
？

Ａ　

こ
の
事
業
は
県
の
補
助
を
受
け
て

実
施
す
る
も
の
で
す
が
、
身
近
な
森
林

を
地
域
主
体
で
適
正
に
整
備
保
全
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
快

適
で
豊
か
な
森
林
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

Ｑ　

補
助
率
は
？

Ａ　

全
て
県
の
補
助
金
で
す
。
こ
の
財

源
に
は
県
の
森
林
湖
沼
環
境
税
が
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

事
業
対
象
の
要
件
は
？

Ａ　

地
域
の
環
境
保
全
に
寄
与
す
る
区

域
で
あ
る
こ
と
、
市
と
森
林
所
有
者
に

よ
る
最
低
10
年
間
の
森
林
の
転
用
禁
止

等
の
協
定
を
結
ぶ
こ
と
、
１
施
行
の
区

域
で
概
ね
０
．
０
５
ha
以
上
な
ど
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。

一
体
化
・
運
用
上
の
支
障
か
ら

防
災
無
線
の
放
送
時
間
を
変
更

Ｑ　

チ
ャ
イ
ム
放
送
を
行
う
理
由
は
？

Ａ　

運
用
管
理
上
の
試
験
放
送
と
し
て
、

１
日
３
回
、
朝
・
昼
・
夕
に
メ
ロ
デ
ィ

を
流
し
て
い
ま
す
。

建　
　

設

建　
　

設
（委員）
市　村
戸　田
磯　辺
中　村
古　谷
山　口

委員会ＱＡ

災害時等を含め市民への適切な情報提
供を行う防災行政無線（屋上アンテナ）。
現在も旧３町村時代からのシステムを
それぞれ運用。一本化にはデジタル化
も含めた移行費用が大きな財政負担

消火活動に欠かせない水の供給源とし
て、市内各所に設置されている防火水
槽や消火栓などの消火施設。
設置・管理コストと活用時の妥当性に
配慮した対応を求めたい

森
林
湖こ
し
ょ
う沼
環
境
税
（
茨
城
県
）
？
・
・
・
森
林
や
湖
沼
・
河
川
の
公
益
的
機
能
を
考
慮
し
、
こ
れ
ら
を
保
全
す
る
事
業
等
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
20
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
５
年
間
に
限
り
、
個
人
の
場
合
、
原
則
、
県
民
税
に
１
千
円
上
乗
せ
で
課
税
さ
れ
る
。
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　建　設
■日程：7/2 -4
■委員：市村 . 戸田 . 磯辺 . 中村 . 山口 . 古谷
■視察地・内容
 （富山県 富山市）公共交通施策

 （富山県 入善町）スマートＩＣ

市内を縦横断する恵まれ
た鉄道網を活かし、公共
交通の活性やアクセスの
相互連携の強化に取り組
む。将来を見据え高コス
ト・非効率な郊外型まち
づくりを見直し、中心市
街地の魅力創出・活性化
を目指している　  

（富山県 富山市）

　市民経済
■日程：7/22 -23
■委員：橋本 . 萩原 . 大和田 . 関口 . 加藤 . 福島
■視察地・内容
 （長野県 佐久市）農事組合法人 佐久産直センター

 （埼玉県 川越市）小江戸川越 蔵造りの街並み

　文教福祉
■日程：10/5 -7
■委員：島田 . 山本 . 小川 . 藤井 . 岩本
■視察地・内容
 （福岡県 宗

むなかた

像グローバルアリーナ）スポーツ施設運営

 （福岡県 小
おごおり

郡市）高齢者の健康づくり支援

 （佐賀県 唐津市）ＮＰＯ子育て支援情報センター

 視察報告

既存ＰＡに設置される入
善スマートＩＣ。本格運
用に向けてはＥＴＣ車載
器設置への補助、利用者
へのガソリン券配布など
全町的な利用促進策を展
開。また併せて中心市街
地の活性化にもつなげる

（富山県 入善町）

類焼を防ぐための巧妙な耐
火建築であり、江戸の町家
形式として発達した蔵造り
の街並みが今もなお残る小
江戸川越。
現在の東京では見ることの
できない江戸の面影をとど
めており、貴重な地域資源
として地元にも大きな経済
効果をもたらしている

（埼玉県 川越市）

早くから産地直送を取り
入れるなど様々なプラン
を創出し、民間主導によ
る経営計画を実践してい
る佐久産直センター。
地域の農業経営発展のた
めに多大な貢献をしてい
る

（長野県 佐久市）

総　務・議会運営
■日程：7/8 -10
■委員：木名瀬 . 田村 . 大和田 . 藤井 . 野村
　　　　大宅 . 村田 . 荒川 . 磯辺 . 中村

■視察地・内容
 （北海道 札幌丘

おかだま

珠空港）チャーター便事業、空港利用促進策

 （北海道 江別市）指定管理者制度、効率的な議会運営

 （北海道 町村農場）バイオマスプラント

サービス設備を省いたコ
ンパクトな空港施設がＬ
ＣＣ対応の茨城空港と類
似する札幌丘珠空港。
利用促進を図るため
チャーター便事業を実施
するなど、空港が身近な
都市基盤として存在する
優位性を実感

（北海道 札幌市）
簡素でスリムな行政を
目指し導入が検討され
る指定管理者制度。
住民サービスの向上と
経費節減の両立を目指
す本制度の積極的導入
は本市においても必須 

 （北海道 江別市）

航
空
チ
ャ
ー
タ
ー
便
？
・
・
・
旅
行
会
社
や
航
空
会
社
等
が
、
見
込
ま
れ
る
需
要
や
利
用
者
の
要
望
に
合
わ
せ
日
時
や
行
き
先
を
決
め
て
臨
時
に
航
空
機
を
運
航
す
る
形
態
の
こ
と
。
一
般
的
に
団
体
ツ
ア
ー
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
。

広大な敷地の中にサッ
カー場やテニスコート、
体育館、宿泊施設など
各種施設が充実して
いる民設民営によるグ
ローバルアリーナ。
企業努力により学生の
合宿や各種大会会場と
して高い利用率を誇る     

（福岡県 宗像市）

官民共同により平成 16
年から活動する NPO 法
人 子育て支援情報セン
ター。子育てに関する情
報提供、24 時間対応の
電話相談など手厚い子育
て支援事業を展開する

( 佐賀県 唐津市 )
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現議会 発足から 2年が経過現議会 発足から 2年が経過

中間地点を折り返し後半戦へ中間地点を折り返し後半戦へ

　現議会は、合併後の在任特例期間を経て、初めて行われた市議会議員選挙（平成 19年 11 月　現議会は、合併後の在任特例期間を経て、初めて行われた市議会議員選挙（平成 19年 11 月

18 日実施）により、市民代表として山積する新市一体化への対応策をはじめとする市政運営へ18日実施）により、市民代表として山積する新市一体化への対応策をはじめとする市政運営へ

のかじ取りを委ねられました。のかじ取りを委ねられました。

　初議会となる平成 19年 12 月 3日に開かれた臨時議会から 2年間を経過し、12月の今定例　初議会となる平成 19年 12 月 3日に開かれた臨時議会から 2年間を経過し、12月の今定例

議会では常任委員会の委員任期を 2年と定める条例に基づき、委員の再任を行い、議員任期の議会では常任委員会の委員任期を 2年と定める条例に基づき、委員の再任を行い、議員任期の

後半戦に向けた新たな議会構成が決まりました。後半戦に向けた新たな議会構成が決まりました。

　ここで現議会や市政のこれまでの主な経過を振り返るとともに、市議会及び議員に対する理　ここで現議会や市政のこれまでの主な経過を振り返るとともに、市議会及び議員に対する理

解を深めていただけるよう議会の概要についてお知らせします。解を深めていただけるよう議会の概要についてお知らせします。

▼ 現議会－２年間の主な経過・議決事項

H19.11 月 18日 合併後、初の市議会議員選挙

        12 月臨時 初議会となる臨時議会・議会構成が決まる

        12 月定例 自治基本条例

H20.  3 月定例 第 1次 総合計画基本構想

国保中央病院に指定管理者制度を導入へ

          6 月定例 小川・美野里地区の水道料金を統合

H20.  8 月臨時 小川統合幼稚園 建設工事へ

          9 月定例 財政健全化法下での初の決算

        12 月定例 霞ヶ浦西浦の境界決定へ

スポーツ施設整備基本構想案が提示

H21.  3 月定例 合併特例債事業が本格化（H21予算）

議会モニター中継を開始

          9 月定例 市議会議員の政治倫理条例を制定

美野里地区の不燃ごみ手数料を無料化

ＢＲＴ事業化へ鹿島鉄道跡地を市道に認定

          9 月臨時 学校給食共同調理場 建設工事へ

        12 月定例 常任委員会委員を再任

　  

議
員
の
在
任
特
例
期
間
？
・
・
・
合
併
後
の
旧
市
町
村
の
議
員
が
、
引
き
続
き
新
市
の
議
員
と
し
て
在
任
す
る
こ
と
を
、
特
例
で
最
大
２
年
間
認
め
る
も
の
。
こ
の
他
、
直
ち
に
選
挙
す
る
場
合
は
、
法
定
上
限
数
を
超
え
て
定
数
を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

市の憲法となる自治基本条例を制定。合併
を記念した市民の日に市民憲章碑の除幕式

国保中央病院に指定管理者制度を導入。平
成 20年 4月医療センターとして再スタート

平成 21 年 4月に統合幼稚園が開園し、
小川地区でも公立での 2年保育が実施

　　（平成 19年 12月 3日　臨時議会）（平成 19年 12月 3日　臨時議会）

議会経過
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議会広報おみたま 第 16 号

▼ 行政視察 /研修会等（平成 21年）
委員会 日程 内容（場所または講師） 参加

議会広報 委員会 1/20 議会モニター中継（石岡市） 9人

東茨城郡議長会 合同研修会 1/29 議員の役割と議会運営（講師：野村稔 氏） 20人

茨城空港推進 委員会 2/4-5 仙台空港（宮城県 名取市） 10人

全体研修 2/10-11 スポーツを通じたまちづくり（群馬県 草津町） 21人

市民の日記念講演会 3/28 地方空港とまちづくり（講師：齋藤守史 氏） 10人

建設 常任委員会 7/2-4
公共交通施策とまちづくり（富山県 富山市）
スマートＩＣ（富山県 入善町）

7人

総務 常任委員会
議会運営 委員会 7/8-10

指定管理者制度、議会運営（北海道 江別市）
札幌丘珠空港 株式会社（北海道 札幌市）ほか

12人

市民経済 常任委員会 7/22-23 産直センター（長野県 佐久市）ほか 7人

茨城空港推進 委員会 7/27 鉾田・行方市議会 合同研修会（茨城空港） 12人

茨城空港推進 委員会 8/17-18 富士山静岡空港（静岡県 牧之原市） 7人

文教福祉 常任委員会 10/5-7
高齢者の健康づくり（福岡県 小郡市）
スポーツ施設の運営（株式会社グローバルアリーナ）
子育て支援（佐賀県 唐津市）

6人

百里基地対策 委員会 10/13-14 三沢基地（青森県 三沢市） 14人

議会広報 委員会 10/26-27
議会広報紙の編集（長野県 白馬村）
議会活性化と広報公聴（長野県 小諸市）

9人

新市建設計画推進 委員会 11/5-6 合併後のまちづくり（岩手県 八幡平市） 10人

議会運営委員会 11/13 議会運営（茨城県 鹿嶋市） ８人

＊管外行政視察に対する旅費については、市の旅費規程に基づき県外の場合のみ予算から支出。
　日当は１日あたり 2,400 円、宿泊費 13,000 円、これを超過する場合は自己負担。
　また、このほかバスや鉄道など交通移動手段に対しては実費相当分を予算から支出。

▼ 年別 活動状況等（平成 20・21 年）
項 目 会期日数 本会議 委員会 全員協議会 審議議案等 一般質問 傍聴者 その他会議

H 20 ７５日 １６日 ７７日 １２日 １３４件 ３２人 １５９名 １８６日

H 21 ７７日 ２２日 ８９日 １８日 １４２件 ３７人 １２８名 １８２日

＊会期日数は、３・６・９・１２月の定例議会と臨時議会における開会から閉会までの日数の合計。
＊各会議等の日数は、会議時間に拘わらず会議等のあった日を１日として積算。会期外における行政視察も含む。
＊その他会議は、議会以外の市内外において議長や議員が団体等から委嘱されるなど出席を求められた会議等　
　に出席した日数を表す。必ずしも全議員を対象としているものではない。

市民の日の記念事業に合わせて、茨
城空港推進委員会が主体となり講
演会等を開催

東茨城郡議長会との共催で野村 稔 氏
を講師に招き、地方議会と議員の役割、
議会運営等について講話を受ける

茨城空港開港を間近に控え、平成 21 年６月
に開港した富士山静岡空港を視察。（地元企業
が設立した地域航空会社 FDAの小型旅客機）

 議会活動
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平成 21年 12月定例会

▼ 議員数の推移　
合併前  50 人（旧町村時・平成 18年 3月 26日時点）

　 内訳：小川町 18人、玉里村 14人、美野里町 18人

合併直後 49 人（在任特例期間の約 20ヶ月間）

　 平成 18年 3月 27日～平成 19年 11月 30日

改選後  24 人（平成 19年 12月 1日～現在）

■合併後の議員定数は、合併前の法定協議で決定し、

合併から約 20 ヶ月間（合併特例法で最大 2年の在

任可能）を旧町村議員がそのまま在任し、その後の

改選時において定数を 28 人としました。しかし、

在任特例期間中の平成 19年 12 月定例議会で、周辺

議会の定数減の動向等を踏まえ、さらに 4人減の 24

人としています。

 ▼ 議会費の推移（当初予算）
項 目 議会費（A） 一般会計（B） A / B

H 18 3 億 3,142 万 157 億　831 万 2.1 %

H 19 2 億 8,511 万 156 億 1,300 万 1.8 %

H 20 1 億 8,293 万 171 億 7,500 万 1.06 %

H 21 1 億 9,529 万 186 億 2,150 万 1.04 %

■議会運営に要する経費として一般会計に計上する

議会費は、平成 21 年度の当初予算で、一般会計総

額の約１％にあたる 1億 9,529 万円を計上していま

す。合併後の議員定数の減少に伴い、合併初年度の

平成 18 年度に比べて 1億 4千万円以上が削減され

ており、合併は最大の行財政改革と言われる効果が

顕著に表れています。

□任　期

 平成 19年 12月１日～ 23年 11月 30 日

□定　数
 現員数：24、条例定数 24、法定上限数 30

□報　酬（月額、単位：円）
 議長 33万９千、副議長 31万、議員 29万６千

□期末手当
 報酬月額×３.10 ヶ月（年間）

□旅費等
 日当 2,400 円、宿泊料 13,000 円

　＊県外への視察研修の際のみ支出

□議　員
 ・性　別

  　男 22、女２

 ・所属党派

  　無所属 21、自民党１、公明党１、共産党１

 ・職　業

  　自営７、農業６、無職４、会社員２、その他５

 ・年　齢

  　平均 61. ２歳、最年少 46歳、最年長 71歳

 ・当選回数（旧町村時を含む）

  　２～３回（９人）、４～６回（12人）、８～９回（３人）

▼ 議員報酬・定数  ～全国 806 市の議会の状況～（平成 20年 12月末 全国市議会議長会 調べ）

人口段階
議員報酬（万円） 議員定数（法定上限数から減員した数）

市数 平均 最高 最低 市数 10 人 8人 6人 4人 2人

5万未満 251 32.6 62.3 18.0 194 27 市 36 市 26市 29市 26市

5 ～ 10 万未満 272 38.6 57.0 24.0 215 28 市 41 市 53市 23市 18市

■市議会議員の定数は、地方自治法に定める上限数の範囲内において市の条例で定めることになります。
本市の場合の法定上限数は 30人、そこから 6人減員の 24人としています。また、議員報酬については、
法による規制はなく各自治体の条例で定めるものですが、本市では合併前の法定協議により旧美野里町議
員の報酬と同額とされ、現在も据え置かれています。
　全国的な状況からは、各自治体の人口規模等に応じた一定の傾向はあるものの、明らかな格差も生じて
おり、その決定に際しては、時代背景や各地域における歴史的経過、住民との合意形成などの要素も大き
く左右している状況が読み取れます。

議会概要
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▼ 議会データ　
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　　市民の声を市政に　一般質問
　　　　　　 　　　　 住みやすいまちを目指して

１．岩本　好夫　（12 ページ）
　　① 新市一体化の成果
 （答弁：市長）
２．山本　信子　（13 ページ）
　　① 深刻化する介護現場への対策
 （答弁：保健福祉部長）
　　② ＡＥＤ（自動体外式除細動器）
 （答弁：総務部長）
　　③ 消費相談窓口の状況
 （答弁：市民生活部長）
　　④ 茨城空港ＰＲ
 （答弁：市長公室長）
３．藤井　敏生　（14 ページ）
　　① 新年度の予算編成
 （答弁：市長公室長）
　　②茨城空港の利用促進
 （答弁：市長公室長）
４．福島ヤヨヒ　（15 ページ）
　　① 学校給食と共同調理場
 （答弁：教育次長、市長）
　　② 医療センター
 （答弁：保健福祉部長、市長）
　　③ 住宅リフォーム助成制度
 （答弁：都市建設部長）
５．戸田　見成　（16 ページ）
　　① 水産業の振興
 （答弁：産業経済部長）
　　② 箱物行政
 （答弁：市長公室長、都市建設部長）
　　③ 国の事業仕分けによる影響
 （答弁：市長公室長）
　　④ サッカー場建設
 （答弁：市長公室長）
　　⑤ 茨城空港
 （答弁：市長公室長）

　　⑥ 再編交付金事業
 （答弁：都市建設部長）
　　⑦ 財政改革と職員給与の減額について
 （答弁：市長公室長、総務部長）
６．萩　原　茂　（17 ページ）
　　① 給食センター
 （答弁：教育長、教育次長）
　　② 幼児等の遊び場確保
 （答弁：教育長）
７．小川　賢治　（18 ページ）
　　① 霞ヶ浦沿岸地域交流施設整備構想
 （答弁：市長公室長）
　　②学校校庭の芝生化
 （答弁：教育長）
　　③ スマートＩＣ
 （答弁：都市建設部長）
８．島田　幸三（19 ページ）
　　① 水道事業
 （答弁：水道局長）
　　② 補助金見直し
 （答弁：産業経済部長、市長公室長）
９．田村　昌男（20 ページ）
　　① 通学路整備
 （答弁：都市建設部長）
　　② 公共事業入札
 （答弁：副市長）
10．関口　輝門（21 ページ）
　　① 農業政策
 （答弁：産業経済部長）
　　② 合併特例債の活用策
 （答弁：市長公室長）
　　③ 米軍再編交付金の使い道
 （答弁：都市建設部長）

  
　平成 21 年第 4回定例議会で行われた一般質問には、10 名の議員が市政に関する 30 項目につ　平成 21 年第 4回定例議会で行われた一般質問には、10 名の議員が市政に関する 30 項目につ
いて質問や提言を行いました。いて質問や提言を行いました。
　紙面の都合によりダイジェスト版（一部掲載）としてお知らせします。　紙面の都合によりダイジェスト版（一部掲載）としてお知らせします。
　質問全文は議会ホームページまたは市内の各図書館に設置する会議録でご覧いただけます。今　質問全文は議会ホームページまたは市内の各図書館に設置する会議録でご覧いただけます。今
定例議会の会議録は３月頃に発行の予定です。定例議会の会議録は３月頃に発行の予定です。

（ 農水省〝ため池百選〟の全国 287 カ所の候補地に入った 遠州池   1 月 14 日・羽刈地内 ）（ 農水省〝ため池百選〟の全国 287 カ所の候補地に入った 遠州池   1 月 14 日・羽刈地内 ）
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平成 21年 12月定例会
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一般質問

Ｑ . 住民福祉向上が行政命題Ｑ . 住民福祉向上が行政命題
　　　　サッカー場整備に伴う受益と負担サッカー場整備に伴う受益と負担

　　Ａ . 　　Ａ . 22 年 3月の基本計画 策定後22年 3月の基本計画 策定後
　　　　　　　　改めて住民協働を基本に進める改めて住民協働を基本に進める 岩本　好夫

Ｑ 

サ
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ー
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か
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す
る
と
の
声
が
あ
る
。
こ
れ
が
事

実
で
市
民
の
声
を
無
視
し
推
進
す
る
な

ら
ば
現
市
政
は
崩
壊
す
る
が
、
納
得
の

い
く
答
弁
を
求
め
る
。

Ａ 
市　

長　

本
事
業
に
必
要
な
民
有
地

は
約
５
ha 

で
、
全
部
で
32
筆
、
地
権
者

は
22
名
に
な
り
ま
す
。
こ
の
民
有
地
の

取
得
に
際
し
て
は
、
不
動
産
鑑
定
士
に

よ
る
土
地
評
価
に
基
づ
き
、
地
権
者
と

交
渉
の
上
で
売
買
契
約
を
締
結
し
、
契

約
の
決
定
に
際
し
て
は
、
そ
の
売
買
価

格
か
ら
議
会
の
議
決
案
件
と
な
る
も
の

で
す
の
で
、
特
定
関
係
者
の
利
益
に
絡

む
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
工
事

業
者
の
選
定
に
つ
い
て
も
、
一
般
競
争

入
札
方
式
が
基
本
と
な
り
ま
す
の
で
、

関
係
業
者
が
特
定
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ

と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
本
事
業
の
推
進
に
向
け
て
は
、

平
成
22
年
３
月
に
基
本
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
改
め
て
議
会
は
じ
め
市

民
の
皆
さ
ん
と
様
々
な
機
会
を
通
じ
て

協
議
を
し
な
が
ら
、
自
身
の
政
治
姿
勢

で
も
あ
る
市
民
と
の
協
働
、
市
民
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
と
し
て
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ 

年
間
１
億
２
千
万
円
へ
の
不
安

　

 

維
持
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
策
は

Ａ 

市　

長　

施
設
完
成
後
の
維
持
管
理

に
お
け
る
財
政
負
担
に
つ
い
て
は
、
年

間
経
費
が
約
１
億
２
千
万
円
、
安
定
期

の
運
営
収
入
を
７
，
６
０
０
万
円
と
想

定
し
て
お
り
、
毎
年
、
市
の
一
般
財
源

か
ら
４
千
万
円
以
上
を
補
て
ん
す
る
わ

け
で
す
が
、
行
政
が
行
う
事
業
等
に
つ

い
て
は
、
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
目

的
が
あ
り
、
そ
の
評
価
は
採
算
面
だ
け

で
は
捉
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
本
施
設
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
民

間
団
体
等
に
委
託
す
る
こ
と
を
基
本
に

し
て
お
り
、
従
来
型
の
市
直
営
の
場
合

よ
り
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
公
共
施
設
の
運
営
に
も
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
波
及
さ
せ
て
い
く
た

め
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
今
後
の

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
も

重
要
な
事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ 

建
設
事
業
費
が
増
え
た
理
由
は

Ａ 

市　

長　

当
初
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー

レ
公
園
整
備
事
業
は
、
公
園
本
体
の
建

設
事
業
費
を
15
億
円
と
想
定
し
、
そ
の

財
源
に
合
併
特
例
債
と
県
の
新
市
町
村

づ
く
り
支
援
事
業
助
成
金
を
充
当
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
新
た
な
特
定
財
源
の
確
保

に
努
め
た
結
果
、
公
園
整
備
は
も
と
よ

り
周
辺
の
公
共
施
設
整
備
に
も
充
て
ら

れ
る
〝
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
〞
の

採
択
が
得
ら
れ
た
た
め
、
公
園
ま
で
の

ア
ク
セ
ス
道
路
や
周
辺
河
川
の
整
備
費

８
億
円
を
追
加
し
、
23
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

サッカー場を主体としたスポーツ施設整備
基本構想（スポーツシューレ公園）の事業
予定地である八幡池に隣接する先後公園
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Ｑ 

家
族
介
護
者
へ
の
支
援
策
は

　

高
齢
者
介
護
等
に
伴
う
虐
待
な
ど
の

事
件
が
社
会
問
題
と
な
る
中
で
、
介
護

を
行
う
家
族
等
の
心
身
・
経
済
的
な
負

担
を
軽
減
す
る
支
援
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
本
市
で
の
対
応
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

急
速
な
高
齢
化
の

中
で
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど
の
介
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
え
る
一
方

で
、
老
々
介
護
、
核
家
族
化
、
共
働
き
世

帯
な
ど
の
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
家

族
だ
け
で
の
介
護
が
難
し
い
状
況
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
を
め
ぐ
る

家
庭
内
で
の
問
題
も
高
齢
者
虐
待
、
介
護

の
た
め
の
離
職
、
介
護
費
用
の
負
担
等
、

い
ろ
い
ろ
と
生
じ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
こ
れ
ら
介
護
の
問
題
、

老
後
の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
制

度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

介
護
や
介
護
に
起
因
す
る
負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

介
護
に
要
す
る
負
担
に
つ
い
て
は
、

原
則
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
負
担

が
高
額
に
な
る
場
合
は
、
所
得
に
応
じ

て
負
担
の
限
度
額
を
定
め
て
介
護
費
用

の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
と
し
て
は
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
に
つ
い
て
は
紙
お
む
つ
等
の
支

給
補
助
を
、
家
族
介
護
者
に
対
し
て
は
、

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
家
族
介

護
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
他
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
適
切
な
制
度
利
用
が
図
ら

れ
て
い
る
か
を
含
め
、
幅
広
く
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

地
域
支
援
体
制
の
整
備
拡
充
を

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
が
続
け
ら
れ
る
た
め

に
提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
が
平
成
18
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
て
お
り
、
本
市
内
に
は
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
６
カ
所
、
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
事
業
所
２
カ
所
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
中
に
は
、

小
規
模
多
機
能
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

が
１
カ
所
、
認
知
症
対
応
型
の
通
所
介

護
事
業
所
２
カ
所
が
開
設
予
定
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
市
と
し
て
は
、
配
食
等
や
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
た
見
守
り
、
ま

た
、包
括
的
な
支
援
が
必
要
な
場
合
に
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
関

係
機
関
と
連
携
し
た
各
種
の
在
宅
支
援
策

を
講
じ
て
お
り
、
併
せ
て
民
生
委
員
に
よ

る
在
宅
訪
問
、
福
祉
員
に
よ
る
見
守
り
活

動
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設
後
の
状
況

Ａ 

市
民
生
活
部
長　

11
月
２
日
に
開
設

し
た
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

11
月
末
現
在
で
、
消
費
生
活
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
が
７
件
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

専
門
機
関
の
紹
介
や
相
手
方
の
業
者
を

招
い
て
の
面
談
な
ど
を
行
い
、
う
ち
５

件
は
解
決
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ま
だ
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ

た
段
階
で
あ
り
、
市
民
へ
の
周
知
徹
底

に
努
め
る
と
と
も
に
、
年
々
そ
の
需
要

も
増
加
傾
向
を
示
し
、
寄
せ
ら
れ
る
苦

情
相
談
の
内
容
も
多
様
・
複
雑
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
相
談
員
の
知
識
向
上
、

弁
護
士
会
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、

消
費
者
行
政
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ . 深刻化する介護現場Ｑ . 深刻化する介護現場
　　地域での支援体制強化を　　地域での支援体制強化を

　　Ａ .　　Ａ . 介護保険制度の基本にてらし介護保険制度の基本にてらし
　　　　　　　　適切な制度活用を促していく適切な制度活用を促していく

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
？
・
・
・
２
０
０
５
年
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
市
町
村
に
設
置
さ
れ
、
介
護
予
防
も
含
め
た
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
幅
広
い
相
談
や
支
援
に
応
じ
て
い
る
。

11 月 2 日、市の消費生活センターが
開設。（開設日：月～金曜、受付時間：
9～ 12・13～ 16、電話 35-7802）。
また、土日の対応は、消費者ホットラ
イン（電話 0570-064-370）が全国運
用され、国・県センターに転送される

 一般質問

山本　信子

小美玉議会だより16_c.indd   13 2010/01/26   10:35:43



　   14
平成 21年 12月定例会

地
方
財
政
計
画
？
・
・
・
都
道
府
県
・
市
町
村
全
て
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
年
度
ご
と
の
収
入
・
支
出
の
全
体
像
を
示
し
た
も
の
で
内
閣
が
決
定
す
る
。
各
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
予
算
編
成
の
指
針
と
な
る
。

一般質問

Ｑ . 開港日３月 11日に決定Ｑ . 開港日３月 11日に決定
　　市民の空港利用どう促すか　　市民の空港利用どう促すか

　　Ａ .　　Ａ . 航空運賃の一部助成を実施航空運賃の一部助成を実施
　　　　　　　　利用促進へ幅広く市民参加募る利用促進へ幅広く市民参加募る 藤井　敏生

Ｑ 

市
民
の
空
港
利
用
の
促
進
策
は

　

平
成
３
年
５
月
の
百
里
飛
行
場
民
間

共
用
化
に
向
け
た
検
討
合
意
か
ら
約
20

年
の
歳
月
を
経
て
、
よ
う
や
く
平
成

22
年
３
月
11
日
の
開
港
が
正
式
決
定
と

な
っ
た
。
市
民
と
と
も
に
空
港
の
利
活

用
を
促
進
し
て
い
く
取
組
み
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

Ａ 

市
長
公
室
長　

茨
城
空
港
の
開
港
日

が
３
月
11
日
に
正
式
決
定
し
、
空
港
本

体
を
は
じ
め
関
連
道
路
等
の
整
備
が
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

定
期
便
や
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
り
、
12
月
半
ば
に
は

各
旅
行
会
社
か
ら
茨
城
空
港
発
着
の
旅

行
商
品
が
出
揃
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
市
民
の
翼
事
業
に

つ
い
て
は
、
空
港
開
港
を
記
念
し
て
、

市
民
の
空
港
利
用
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
国
際
観
光
交
流
事
業
と
し
て
企
画

し
た
も
の
で
、
ア
シ
ア
ナ
航
空
に
よ
る

韓
国
へ
の
定
期
便
、
復
興
航
空
に
よ
る

台
湾
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
つ
い
て
市

民
が
負
担
す
る
航
空
運
賃
の
一
部
を
市

が
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
事
業
内

容
に
つ
い
て
は
、
市
民
に
広
く
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
、
市
内
各
種
団
体
の
代

表
者
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
で
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
空
港
の
更
な
る
発
展
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
に
は
、
現
在
、
唯
一
の

定
期
便
で
あ
る
ア
シ
ア
ナ
航
空
や
台
湾

等
へ
の
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
利
用
拡

大
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
市
報
等

を
通
じ
て
幅
広
く
市
民
の
参
加
を
募
り

な
が
ら
、
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
進
め

て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

国
の
事
業
仕
分
け
の
余
波
は

　
 

市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
は

Ａ 
市
長
公
室
長　

新
政
権
下
で
実
施
さ

れ
た
国
予
算
の
無
駄
を
洗
い
出
す
作
業
手

法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
事
業
仕
分
け
に
つ
い

て
は
、
対
象
約
４
５
０
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
必
要
性
や
実
施
主
体
、
予
算
額
の
妥

当
性
等
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
判
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
予
算
編

成
に
お
け
る
有
力
な
判
断
材
料
に
は
な
り

ま
す
が
、
最
終
的
な
判
断
は
、
従
来
か
ら

の
関
係
大
臣
に
よ
る
調
整
、
閣
議
決
定
に

よ
る
政
府
案
の
提
出
、
国
会
審
議
な
ど
の

一
連
の
予
算
編
成
過
程
を
経
て
成
立
す
る

も
の
で
す
。

　

現
在
、
こ
の
事
業
仕
分
け
実
施
の
た
め
、

国
の
予
算
編
成
作
業
が
例
年
よ
り
も
遅
れ

て
お
り
、
現
時
点
で
市
の
予
算
編
成
の
指

針
と
な
る
地
方
財
政
計
画
が
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
そ
の
影
響
は
多
少

あ
り
ま
す
が
、
例
年
ど
お
り
総
合
計
画
の

実
施
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
の
予

算
化
を
基
本
に
編
成
作
業
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
国
の
新
年
度
予
算
の
全
体
像

が
見
え
な
い
中
で
予
測
し
か
ね
る
状
況
に

あ
り
ま
す
が
、
現
政
権
が
こ
れ
ま
で
の
地

方
分
権
を
超
え
て
、
地
方
主
権
の
方
針
を

明
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
交
付
税

の
増
額
な
ど
期
待
さ
れ
る
要
素
も
あ
り
、

向
上
す
る
面
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
国
等
か
ら
の
助
成
を
得
て
行

う
事
業
等
の
中
に
は
、
仕
分
け
の
対
象
と

な
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
や
、
新
政

権
の
方
針
等
に
よ
り
廃
止
・
縮
小
さ
れ
た

も
の
が
あ
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
低

下
す
る
分
野
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

開港日が 3月 11 日に正式決定。各旅行
会社からは茨城空港発着のツアー募集チ
ラシが出され、開港がより現実味を帯び
て感じられる

小美玉議会だより16_c.indd   14 2010/01/26   10:35:44



　   15
議会広報おみたま 第 16 号

Ｑ 

食
育
・
地
産
地
消
へ
の
対
応
は

　

平
成
22
年
の
２
学
期
か
ら
５
０
０
０

食
を
賄
う
給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
し
、

玉
里
地
区
を
除
く
市
内
小
中
学
校
に
配

食
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

学
校
給
食
に
は
法
に
基
づ
き
食
育
や

地
産
地
消
へ
の
対
応
強
化
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
市
が
責
任
を
持
っ
て
各
学
校

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
各
種
の
取
組

み
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ 
教
育
次
長　

平
成
22
年
の
２
学
期
か

ら
稼
動
予
定
の
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
食
育
の
拠
点
と
し
て
も
位
置
づ

け
て
お
り
、
栄
養
士
が
中
心
と
な
り
、

見
学
を
は
じ
め
個
別
で
の
研
修
、
相
談

や
指
導
、
情
報
発
信
等
を
通
じ
て
幅
広

く
機
能
さ
せ
て
い
く
よ
う
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
の
方
に
も
試
食
会

等
を
通
じ
て
、
給
食
へ
の
理
解
や
食
に

対
す
る
啓
発
を
促
し
て
い
く
た
め
、
各

学
校
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
地
元
産
を
積
極
的
に
使
用
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
引
き
続
き
、
食
材
の

創
意
工
夫
に
よ
り
使
用
割
合
を
高
め
る

よ
う
努
力
す
る
と
と
も
に
、
年
間
を
通

じ
て
の
価
格
と
必
要
量
の
安
定
供
給
が

前
提
と
な
り
ま
す
の
で
、
関
係
機
関
や

生
産
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
具
体
的
な

方
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

給
食
費
の
統
一
・
負
担
軽
減
を

Ａ 

教
育
次
長　

給
食
費
に
つ
い
て
は
、

法
に
基
づ
き
給
食
食
材
の
購
入
費
用
の

一
部
と
し
て
保
護
者
か
ら
納
入
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
給
食
提
供

に
関
す
る
人
件
費
を
は
じ
め
運
営
に
要

す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
市
の
一
般
財

源
か
ら
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
す
る
平
成
22

年
度
か
ら
は
、
市
内
各
学
校
の
献
立
や

給
食
費
を
統
一
し
て
い
く
た
め
、
現
在
、

栄
養
士
を
中
心
に
食
材
の
一
括
購
入
な

ど
に
よ
る
経
費
を
試
算
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
の
で
、
算
定
さ
れ
次
第
提
示
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
各
学
校

で
管
理
し
て
き
た
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
一
般
会
計
の
中
で
管
理
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
各
学
校
の
負
担
も
軽
減

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ 

病
院
開
設
者
の
責
任
と
し
て

　

 

継
続
し
た
地
域
医
療
拡
充
を

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

医
療
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
手
術
ま
で
を
含
め
た
全
て
の

医
療
提
供
に
応
じ
て
い
く
こ
と
は
理
想

で
す
が
、
現
時
点
で
は
、
外
来
患
者
に

対
応
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
確
保
で
き

て
い
ま
す
が
、
相
当
数
の
ス
タ
ッ
フ
を

要
す
る
手
術
に
つ
い
て
は
、
現
体
制
で

の
対
応
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
医
療
体
制
の
拡
充
に
向
け
て

は
、
５
年
の
指
定
管
理
期
間
の
終
了
後

も
見
据
え
た
中
で
管
理
者
の
業
務
実
績

へ
の
適
切
な
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

利
用
さ
れ
る
方
々
の
声
を
十
分
に
踏
ま

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
市
民
へ

の
安
心
安
全
な
医
療
提
供
確
保
が
最
優

先
と
の
観
点
か
ら
管
理
者
と
十
分
に
協

議
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ . 給食は重要な教育の場Ｑ . 給食は重要な教育の場
　　　　給食センター稼動後の対応は給食センター稼動後の対応は

　　Ａ . 食育拠点として機能強化　　Ａ . 食育拠点として機能強化
　　　　献立・給食費を統一する　　　　献立・給食費を統一する

食
育
推
進
基
本
計
画
（
茨
城
県
）
？
・
・
・
食
育
基
本
法
等
に
基
づ
き
、
地
域
の
食
を
取
り
巻
く
環
境
を
加
味
し
な
が
ら
食
育
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
方
針
や
目
標
を
定
め
た
も
の
。
平
成
19
年
３
月
に
策
定
。

野田学区コミュニティと野田小児童の共
作・手作りで完成された〝野田っ子食育カ
ルタ〟。楽しみ・ふれあいながら食の大切
さ・地域の食について学んでいく

 一般質問

福島ヤヨヒ
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Ｑ .Ｑ .将来負担増でサービス低下への懸念将来負担増でサービス低下への懸念
　　　　ハードからソフト重視へ方向転換はハードからソフト重視へ方向転換は

　　Ａ .　　Ａ .中長期的な視点での先行投資中長期的な視点での先行投資
　　　　　　　　着実な効果を生む基盤づくり目指す着実な効果を生む基盤づくり目指す

Ｑ 

市
税
投
入
に
値
す
る
事
業
か

　

 

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
の
是
非

　

平
成
22
年
度
か
ら
事
業
が
本
格
化
す

る
で
あ
ろ
う
サ
ッ
カ
ー
場
建
設
に
つ
い

て
の
是
非
が
来
春
の
市
長
選
で
改
め
て

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
市

民
福
祉
向
上
の
観
点
、
運
営
に
対
す
る

財
政
支
出
な
ど
市
税
を
投
入
す
る
だ
け

の
確
か
な
事
業
効
果
を
も
た
ら
す
も
の

か
納
得
で
き
る
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ 

市
長
公
室
長　

本
事
業
は
総
合
計
画

が
目
指
す
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
幅

広
い
諸
施
策
を
展
開
す
る
画
期
的
な
事
業

と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
の
効
果
は
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
・
健
康
づ
く
り
だ
け
に
留

ま
ら
ず
、
関
東
エ
リ
ア
に
は
な
い
広
域
的

な
吸
引
力
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
若
者
を
中
心
に
多
く
の
来
訪

者
が
見
込
ま
れ
、
そ
の
こ
と
で
地
域
経
済

の
活
性
化
と
空
港
の
利
用
促
進
が
期
待
で

き
る
な
ど
本
事
業
の
有
効
性
は
高
い
も
の

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
市
民
の
利
活
用
に
つ
い

て
も
公
募
に
よ
る
市
民
を
は
じ
め
関
係
団

体
の
代
表
者
や
市
職
員
等
で
構
成
す
る
基

本
計
画
等
策
定
部
会
が
中
心
と
な
り
、
具

体
的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
や
健
康
づ
く
り

に
つ
な
げ
る
利
用
の
あ
り
方
等
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
従
来
と
は

Ｑ 

行
財
政
改
革
の
成
果
も
水
泡

　

 

箱
物
行
政
推
進
へ
の
懸
念

　

箱
物
行
政
の
推
進
に
よ
り
、
新
市
の

一
体
性
を
確
保
す
る
資
本
整
備
の
必
要

性
は
理
解
で
き
る
が
、
行
財
政
改
革
の

成
果
は
水
泡
と
な
り
、
将
来
負
担
の
増

大
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
も
懸
念

さ
れ
る
。
間
も
な
く
合
併
か
ら
４
年
を

迎
え
る
中
で
、
現
在
の
国
・
県
の
状
況

も
踏
ま
え
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
ソ

フ
ト
施
策
重
視
へ
の
道
筋
を
模
索
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ 
市
長
公
室
長　

合
併
特
例
債
を
活
用

し
た
ハ
ー
ド
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
観
点
か

ら
、
５
年
・
10
年
先
の
中
長
期
の
視
点

に
立
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て

も
、
今
後
は
厳
し
さ
が
予
測
さ
れ
る
財

政
事
情
を
踏
ま
え
、
着
実
な
効
果
が
見

込
め
る
事
業
を
優
先
さ
せ
る
な
ど
事
業

の
見
通
し
も
視
野
に
入
れ
て
対
処
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
国
や
県
に
お
い
て
は

市
民
生
活
に
直
結
す
る
ソ
フ
ト
事
業
重

視
へ
軸
足
を
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
う
し
た
動
き
と
も
連
動
し
て
い
け
る

よ
う
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
幅
広
く

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

違
っ
た
工
夫
を
凝
ら
し
た
事
業
が
実
施
で

き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ 

新
庁
舎
建
設
の
計
画
は

Ａ 

市
長
公
室
長　

合
併
後
の
新
庁
舎
建

設
も
含
め
た
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
合
併
協
議
の
中
で
既
存
庁
舎
の
有
効

活
用
を
図
る
と
と
も
に
庁
舎
建
設
の
検
討

を
進
め
る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
具
体
的
な
検
討
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
深
刻
化
す
る
財
政
事
情
を
背
景

に
合
併
特
例
債
の
発
行
枠
の
縮
小
を
余
儀

無
く
さ
れ
て
い
る
状
況
に
も
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
、
建
設
の
是
非
を
含
め
て
そ
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
議
会
を
は
じ
め
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
判

断
し
て
い
き
ま
す
。

箱
物
行
政
？
・
・
・
多
額
の
税
金
を
投
入
し
て
整
備
さ
れ
た
施
設
等
が
、
運
用
後
、
利
活
用
の
目
算
を
見
誤
る
な
ど
住
民
福
祉
に
供
し
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
行
政
執
行
の
典
型
と
し
て
批
判
的
に
捉
え
た
言
葉
。

一般質問

戸田　見成

本庁舎・小川総合支所は建設当時から
30 年以上を経過。合併時に策定した新
市建設計画でも建設に向けた検討をす
ることが明記されている
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Ｑ . 給食センター移行に伴うＱ . 給食センター移行に伴う
　　経過・準備に問題ないか　　経過・準備に問題ないか

　　Ａ . 市の中央部に場所を選定　　Ａ . 市の中央部に場所を選定
　　　　移行に向けて万全を期す　　　　移行に向けて万全を期す 萩　原　茂

Ｑ 

用
地
取
得
の
経
過
に
つ
い
て

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
予
定
地
は
、

市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
配
送
の
効

率
性
は
申
し
分
な
い
が
、
何
故
、
補
償

費
の
か
か
る
建
物
が
あ
る
場
所
を
選
定

し
た
の
か
経
過
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 

教
育
長　

給
食
セ
ン
タ
ー
用
地
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
に
同
じ
時
間
で
配
送

で
き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
、
配
送
や
食

材
搬
入
の
し
や
す
い
幹
線
道
路
に
近
い

こ
と
、
調
理
や
洗
浄
に
大
量
の
水
を
使

用
す
る
た
め
排
水
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、

こ
の
ほ
か
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
立
地

環
境
等
を
考
慮
し
、
具
体
的
な
場
所
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
野

田
地
内
に
用
地
を
取
得
す
る
こ
と
で
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
付
近
に
交
差
点
が

あ
る
た
め
交
通
安
全
上
の
問
題
が
あ
り
、

現
在
地
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

建
築
基
準
法
？
・
・
・
住
民
の
生
命
・
健
康
・
財
産
を
守
る
た
め
、
建
物
自
体
の
安
全
性
や
居
住
性
に
つ
い
て
の
基
準
を
定
め
る
と
と
も
に
、
健
全
な
都
市
形
成
を
確
保
す
る
た
め
の
基
準
を
示
し
た
法
律
。

 一般質問

市のほぼ中央部、広域農道メロンロー
ドの交差点からも至近の場所に位置
する給食センター建設予定地

（1月 4日時点・野田地内）

Ｑ 

子
ど
も
の
安
全
な
遊
び
場 

確
保
を

　

小
川
地
区
の
統
合
幼
稚
園
が
開
園
し

た
こ
と
か
ら
、
各
地
区
の
旧
幼
稚
園
を

解
放
し
、
既
存
施
設
の
有
効
活
用
を
図

り
な
が
ら
子
育
て
支
援
の
拡
充
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
子
ど
も
達
が
安
心
し
て

遊
べ
る
場
と
し
て
提
供
で
き
る
よ
う
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ 

教
育
長　

小
川
地
区
の
４
つ
の
旧
幼

稚
園
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
や
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等

で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
野
田
、
吉
影
、

橘
の
旧
３
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
学
校

の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
学
校
に
お
け
る
事
件
等
の
発

生
を
受
け
て
、
安
全
対
策
の
強
化
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
校
内
へ
の
出
入
り
を

自
由
に
す
る
こ
と
は
、
防
犯
上
の
観
点

か
ら
問
題
が
あ
り
、
ま
た
、
旧
幼
稚
園

の
遊
具
は
幼
児
向
け
に
設
計
さ
れ
た
も

の
で
、
事
故
等
の
発
生
に
も
配
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る
安
全
な

環
境
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重

要
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係

各
課
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

Ｑ 

セ
ン
タ
ー
移
行
後
の
運
営
は

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
各
学
校
に
お
け
る
自
校
方

式
同
様
に
市
が
直
営
で
行
っ
て
い
く
の

か
、
ま
た
委
託
で
行
う
の
か
。

　

現
在
、
各
校
に
勤
務
す
る
調
理
員
の

処
遇
も
含
め
て
十
分
な
説
明
経
過
が
な

い
と
も
聞
い
て
い
る
が
、
セ
ン
タ
ー
移

行
に
向
け
た
各
準
備
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ 

教
育
長　

現
在
、
小
川
・
美
野
里
地

区
の
各
小
中
学
校
調
理
場
に
勤
務
す
る

調
理
員
等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

従
事
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
前
提
に
考

え
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
移
行
を
見
据
え

て
、
説
明
会
の
開
催
や
セ
ン
タ
ー
方
式

の
玉
里
給
食
セ
ン
タ
ー
間
と
の
人
事
交

流
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
学
校
に
お
け
る
自
校
式
か

ら
セ
ン
タ
ー
方
式
に
変
わ
る
こ
と
で
、

調
理
に
使
用
す
る
設
備
等
や
作
業
行
程

も
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
現
在
、
栄
養
士
を
中
心
に
調
理
業

務
を
含
め
た
具
体
的
な
運
営
方
法
に
つ

い
て
検
討
し
て
お
り
、
セ
ン
タ
ー
移
行

後
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
安
全
で
お

い
し
い
給
食
を
提
供
し
て
い
け
る
よ
う

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
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Ｑ 

石
岡
小
美
玉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

　

 

空
港
開
港
に
向
け
た
進
捗
状
況
は

　

常
磐
自
動
車
道
の
石
岡
市
と
の
境
に

建
設
が
進
む
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
の
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
上
下
線
と
も
乗
り

入
れ
可
能
な
フ
ル
イ
ン
タ
ー
と
し
て
、

茨
城
空
港
開
港
に
合
わ
せ
た
工
事
が

着
々
と
進
ん
で
い
る
と
思
う
が
、
現
在

の
進
捗
状
況
や
開
通
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

Ａ 
都
市
建
設
部
長　
（
仮
称
）
石
岡
小
美

玉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
事
業

主
体
で
あ
る
石
岡
市
、
茨
城
県
と
と
も

に
、
茨
城
空
港
の
開
港
を
視
野
に
出
来

る
だ
け
早
期
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て

事
業
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
主
な
経
過
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
５
月
に
社
会
実
験
制
度
の
採

択
を
受
け
、
平
成
20
年
12
月
か
ら
工
事

が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
同
時
期

に
社
会
実
験
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
完
成
時
点
で
の
本
格
運
用
と
な

り
、
こ
れ
に
併
せ
て
地
元
の
事
業
負
担

は
大
き
く
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
現
在
、
そ
の
負
担
割
合
に
つ

い
て
も
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ネ
ク
ス
コ
東
日
本
で
は
、
橋
梁
上
部

や
本
線
の
工
事
を
発
注
し
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
設

備
の
工
事
に
つ
い
て
も
、
間
も
な
く
発

注
さ
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、
工
事
完
了

に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
２
月
頃
を
予

定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て

も
で
き
る
限
り
早
く
開
通
で
き
る
よ
う

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

霞
ヶ
浦
沿
岸
施
設
整
備
構
想

　

 

早
期
事
業
化
に
向
け
た
取
組
み
は

Ａ 

市
長
公
室
長　

本
構
想
に
つ
い
て
は
、

策
定
委
員
会
と
そ
の
補
助
機
関
と
し
て

市
民
主
体
の
３
つ
の
作
業
部
会
を
組
織

し
協
議
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

権
現
山
古
墳
前
の
敷
地
や
旧
玉
川
農
協

の
跡
地
な
ど
の
土
地
利
用
や
周
辺
地
域

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
に
つ
い
て
、

様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
提
案
が
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
策
定
委
員
会
に
お
い
て
、
部

会
の
提
案
を
も
と
に
具
体
的
な
構
想
案
を

ま
と
め
て
い
く
こ
と
な
り
ま
す
が
、
事
業

化
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
こ
の
構
想

を
も
と
に
今
後
策
定
す
る
基
本
計
画
等
の

中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。

Ｑ 

校
庭
芝
生
化
に
取
り
組
む
考
え
は

Ａ 

教
育
長　

近
年
、
校
庭
の
芝
生
化
に

取
り
組
む
学
校
が
増
え
て
き
て
お
り
、

教
育
・
環
境
保
全
上
の
効
果
も
大
い
に

期
待
さ
れ
ま
す
が
、
育
成
に
伴
う
校
庭

利
用
の
制
限
や
維
持
管
理
に
関
す
る
負

担
が
発
生
す
る
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
学
校
が
児
童
生
徒
の
日

常
生
活
に
お
い
て
、
大
半
を
過
ご
す
活

動
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
災
害
時

に
お
け
る
地
域
住
民
の
緊
急
避
難
所
と

も
な
る
重
要
性
を
鑑
み
、
学
校
施
設
の

耐
震
化
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

当
面
は
、
先
進
地
の
取
り
組
み
事
例
や

関
係
者
の
話
を
伺
い
な
が
ら
、
芝
生
化

に
伴
う
効
果
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

Ｑ . 茨城空港開港に向けた
　　スマートＩＣ推進状況は

　　Ａ .23 年 2月に工事完了予定
　　　　早い時期の供用開始を目指す

一般質問

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
？
・
・
・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
搭
載
し
た
車
だ
け
が
利
用
で
き
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
。
従
来
よ
り
設
置
・
維
持
が
低
コ
ス
ト
な
た
め
ス
マ
ー
ト
と
さ
れ
る
。
平
成
21
年
９
月
現
在
、
全
国
で
50
カ
所
。
県
内
で
は
導
入
順
で
友
部
SA
、
東
海
PA
、
水
戸
北
の
３
カ
所
。

小川　賢治

本線直結型として 24時間上下線とも乗り
降り可能なフルインターとして、空港開港
後、早期の供用開始を目指し整備が進めら
れる（仮称）石岡小美玉スマートＩＣ
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Ｑ . 事業仕分けの影響あるか
　　効果影響等を勘案し対応を

　　Ａ . 新規事業は困難も予想
　　　　決定を踏まえ適切に対処 島田　幸三

Ｑ 

ま
ち
づ
く
り
関
連
事
業
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
構
想
の
建
設
事

業
費
の
一
部
と
し
て
〝
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
〞
の
活
用
を
予
定
し
て
い
る
が
、

今
回
の
国
の
事
業
仕
分
け
に
は
、
こ
の

交
付
金
を
含
め
た
国
交
省
所
管
の
〝
ま

ち
づ
く
り
関
連
事
業
〞
も
そ
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
活
用
も
視

野
に
入
れ
実
施
予
定
と
し
て
い
た
事
業

等
も
含
め
て
の
影
響
は
あ
る
の
か
。

Ａ 
市
長
公
室
長　

国
交
省
が
所
管
す
る

ま
ち
づ
く
り
関
連
事
業
に
対
す
る
事
業

仕
分
け
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
自
治
体

の
判
断
に
任
せ
る
と
の
判
定
が
出
さ
れ

て
お
り
、
現
在
、
こ
の
判
定
を
受
け
て
、

来
年
度
の
国
予
算
の
調
整
作
業
や
制
度

自
体
の
あ
り
方
も
含
め
た
検
討
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

 一般質問

　

本
市
分
と
し
て
は
、
旧
政
権
下
に
お

い
て
〝
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
地
区
〞
が

既
に
対
象
地
区
と
し
て
の
採
択
を
受
け

て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
新
政
権
へ
移

行
後
に
お
い
て
も
補
助
金
増
額
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
た
経
過
か
ら
、
本
事
業
へ

の
影
響
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
新
規
事
業
等
の
採
択
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
条
件
が
厳
し
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
事
業
別
の

効
果
等
を
よ
り
詳
細
に
検
証
す
る
な
ど

し
て
、
引
き
続
き
活
用
し
て
い
け
る
よ

う
適
切
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

農
業
政
策
関
連
事
業
に
つ
い
て

　

本
市
で
も
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

農
村
環
境
や
農
業
生
産
性
の
保
全
向
上

を
図
る
た
め
各
種
事
業
が
展
開
さ
れ
て

い
る
が
、
今
回
の
国
の
事
業
仕
分
け
に

よ
り
、
こ
れ
ら
農
水
省
が
所
管
す
る
事

業
に
つ
い
て
影
響
は
あ
る
の
か
、
ま
た
、

補
助
金
の
廃
止
や
縮
小
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
そ
の
規
模
や
影
響
を
勘
案
し
、

市
の
一
般
財
源
を
投
入
し
て
で
も
継
続

し
た
対
応
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長　

農
地
保
全
を
目
的

と
す
る｢

農
地
有
効
利
用
支
援
整
備
事

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
？
・
・
・
地
域
の
特
性
や
課
題
を
考
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
各
市
町
村
が
策
定
し
た
整
備
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
対
し
て
、
国
が
認
め
た
場
合
に
約
４
割
の
補
助
が
得
ら
れ
る
。

業｣

に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
か
ら

３
ヵ
年
の
経
済
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ

る
も
の
で
、
本
市
内
で
は
国
か
ら
の
補

助
率
50
％
を
有
効
活
用
し
、
９
地
区
で

事
業
採
択
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
政
権
交
代
に
よ
る
補
正

予
算
の
見
直
し
に
伴
い
、
国
総
額
で

２
０
０
億
円
あ
っ
た
事
業
費
が
80
億
円

に
縮
減
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
ま

た
、
事
業
仕
分
け
で
は
各
自
治
体
の
判

断
に
委
ね
る
と
判
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

国
の
来
年
度
予
算
の
動
向
を
考
慮
し
今

後
の
事
業
展
開
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
村
振
興
を
目
的
と
す
る｢

農
地
・

水
・
環
境
保
全
対
策
事
業｣

に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
度
ま
で
に
市
内
16
地
区
・

５
２
３ 

ha 

で
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
予
算
縮
減
と
の
判
定
が
出
さ
れ

て
お
り
、
事
業
へ
の
影
響
が
な
い
よ
う

対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
道
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
国
か
ら
の
具
体
的
な
予
算
の
提
示
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
県
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
予
算
を
今
年
度
の
80
％
と

し
て
上
限
を
設
け
る
と
の
報
告
も
受
け
て

お
り
、
若
干
の
減
額
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
出
来
る
限
り
現
状
を
維
持
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

早期橋上化が待望されるＪＲ常磐線の羽鳥
駅。平成 19年 3月、橋上駅化された友部駅
では周辺地域の一体的な再整備を図り、そ
の財源にまちづくり交付金を活用している

小美玉議会だより16_c.indd   19 2010/01/26   10:35:51



　   20
平成 21年 12月定例会

Ｑ 

入
札
制
度
を
見
直
す
べ
き
で
は

　

過
日
、
配
布
さ
れ
た
入
札
状
況
報
告

書
を
見
る
と
、
各
入
札
事
案
の
予
定
価

格
に
対
し
て
、
概
ね
90
〜
98
％
と
高
い

落
札
率
に
な
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
談

合
が
危
惧
さ
れ
る
数
値
と
も
思
わ
れ
る

が
、
本
市
の
入
札
制
度
に
つ
い
て
は
こ

れ
で
良
い
の
か
伺
い
た
い
。

Ａ 

副
市
長　

本
市
で
採
用
す
る
入
札
方

法
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。
指
名
競
争
入

札
は
、
発
注
者
で
あ
る
市
が
参
加
業
者

を
選
定
す
る
こ
と
で
、
不
良
業
者
を
排

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
談
合
行

為
を
招
き
や
す
い
と
の
指
摘
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
般
競
争
入
札
は
、
発
注

者
で
あ
る
市
が
入
札
参
加
条
件
を
提
示

し
、
こ
の
条
件
に
見
合
う
業
者
が
自
主

的
に
参
加
す
る
こ
と
か
ら
、
発
注
者
で

あ
る
市
に
は
裁
量
の
余
地
が
な
く
透
明

性
に
優
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
本
市
に
お
け
る
取
組
み

に
つ
い
て
は
、
合
併
当
初
、
一
般
競
争

入
札
の
対
象
を
５
千
万
円
以
上
の
建
設

工
事
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
段
階
的
に

引
下
げ
、
平
成
21
年
６
月
か
ら
２
千
万

円
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
う
電
子
入
札
を
開

始
し
、
年
間
の
全
入
札
件
数
の
３
分
１

程
度
ま
で
範
囲
を
広
げ
、
併
せ
て
入
札

に
関
わ
る
事
務
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
り

な
が
ら
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
入
札
結
果
や
参
加
者
名
簿
等
の
公
開

と
合
わ
せ
て
透
明
性
の
確
保
・
拡
大
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
公
共
工
事
の
減
少
に
伴
う
価

格
競
争
激
化
に
よ
り
、
品
質
の
低
下
を

招
か
な
い
よ
う
国
・
県
か
ら
の
要
請
を

受
け
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
価
格
と
品

質
を
総
合
的
に
審
査
す
る
総
合
評
価
方

式
を
試
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
も
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、
透

明
性
の
確
保
と
併
せ
て
、
公
共
事
業
を

通
じ
た
地
元
業
者
の
育
成
・
支
援
の
観

点
な
ど
複
雑
な
問
題
を
含
ん
で
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
制
度
の
改
善
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

Ｑ . 落札価格は高止まりだがＱ . 落札価格は高止まりだが
　　本市の入札これで良いのか　　本市の入札これで良いのか

　　Ａ . 地元業者の育成にも配慮し　　Ａ . 地元業者の育成にも配慮し
　　　　引き続き透明性確保に努める　　　　引き続き透明性確保に努める

一般質問

総
合
評
価
落
札
方
式
？
・
・
・
公
共
工
事
等
の
減
少
・
価
格
競
争
の
激
化
を
受
け
て
、
平
成
17
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
品
確
法
に
基
づ
き
、
価
格
以
外
の
要
素
も
考
慮
し
、
品
質
・
性
能
な
ど
を
含
め
た
総
合
的
な
判
断
に
よ
り
落
札
す
る
。

田村　昌男

平成 19年 9月から茨城県の入札運用シス
テムを共同利用して実施される電子入札。
併せて市のホームページから入札の広告や
結果、参加者名簿等の閲覧が可能

Ｑ 

休
止
し
た
道
路
整
備 

早
期
再
開
を

　

市
道
１
０
８
号
線
は
、
旧
小
川
町
時

代
に
国
の
防
衛
補
助
を
活
用
し
事
業
計

画
さ
れ
一
部
整
備
さ
れ
た
が
、
合
併
か

ら
４
年
を
経
過
し
た
今
も
進
展
が
な
い

状
況
に
あ
る
。
児
童
生
徒
の
通
学
路
と

も
な
っ
て
お
り
、
幅
員
が
狭
く
安
全
確

保
の
面
か
ら
も
早
期
の
整
備
再
開
を
お

願
い
し
た
い
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長　

市
道
小
１
０
８
号

線
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
重
要
な

通
学
路
と
も
な
っ
て
お
り
、
地
元
区
長

か
ら
の
要
望
に
よ
り
事
業
化
さ
れ
た
路

線
で
す
が
、
必
要
な
用
地
が
取
得
で
き

ず
事
業
が
休
止
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
各
地
区
か
ら
は
道
路
整
備
に

関
す
る
数
多
い
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
こ
れ
ら
の

事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
有
利
な

国
の
補
助
を
有
効
活
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
問
題
の
発
生
に
よ

り
事
業
が
停
滞
し
、
こ
の
財
源
が
未
執

行
と
な
る
こ
と
は
、
市
の
財
政
に
と
っ

て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
の
で
、

当
該
路
線
に
つ
い
て
も
事
業
カ
所
を
変

更
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
事
業
再
開
に
向
け
て
は
難
し

い
状
況
も
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
用

地
交
渉
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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Ｑ 

財
政
安
定
化
の
対
応
と
し
て

　

 

合
併
特
例
債
の
基
金
積
立
を

　

景
気
低
迷
に
よ
り
税
収
が
減
り
、
借
金

増
発
を
余
儀
無
く
さ
れ
る
中
で
、
国
に
依

存
し
た
財
源
確
保
に
も
不
安
要
素
が
増
し

て
い
る
。
本
市
で
も
人
件
費
の
圧
縮
な
ど

財
政
健
全
化
に
努
め
て
は
い
る
が
、
社
会

保
障
費
を
は
じ
め
耐
震
化
等
の
準
義
務
的

な
経
費
も
含
め
支
出
の
拡
大
は
必
至
で
あ

る
。
枯
渇
す
る
基
金
残
高
の
現
状
を
踏
ま

え
て
緊
急
時
に
備
え
た
財
政
安
定
化
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 
市
長
公
室
長　

優
良
債
で
あ
る
合
併

特
例
債
を
合
併
市
町
村
振
興
基
金
と
し

て
積
み
立
て
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
合

併
協
議
で
も
検
討
さ
れ
た
経
過
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
度
に
は
基
金

活
用
の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
な
ど

保
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

は
、
市
内
に
約
１
１
４ 

ha 

あ
る
放
棄
地

の
解
消
や
今
後
の
未
然
防
止
に
向
け
て
、

本
年
８
月
に
対
策
協
議
会
を
立
ち
上
げ

て
お
り
、
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

や
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
生
産
、
美
野
里
地
区
に

お
け
る
ソ
バ
の
栽
培
等
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
各
種
制
度
や
施
策
の
普
及
啓

発
に
努
め
な
が
ら
再
生
利
用
計
画
の
策

定
な
ど
の
活
動
に
対
す
る
支
援
な
ど
幅

広
く
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

転
作
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
来
年
度

の
助
成
制
度
の
内
容
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
今
後
、
県
か
ら
の
配
分
状
況
を
踏

ま
え
た
中
で
、
市
の
単
独
助
成
分
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ . 将来の財源不足への対応Ｑ . 将来の財源不足への対応
　　新たな基金造成への考えは　　新たな基金造成への考えは

　　Ａ . 起債制限の範囲内を前提に　　Ａ . 起債制限の範囲内を前提に
　　　　　　　　タイミングを図り適切に対処タイミングを図り適切に対処

 一般質問

農
業
産
出
額
？
・
・
・
農
産
品
の
生
産
量
や
農
家
の
手
取
り
収
入
等
を
も
と
に
算
出
。
直
近
の
平
成
20
年
分
で
茨
城
県
は
４
２
８
４
億
円
で
全
国
第
２
位
。
市
町
村
別
で
の
公
表
が
あ
っ
た
平
成
18
年
分
で
は
本
市
は
１
９
７
億
円
で
県
内
第
５
位
。

関口　輝門

有
用
性
が
増
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

意
義
は
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
公
債
費
負
担
比
率
を
意
識
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
限
度
は
起
債
許
可

を
要
し
な
い
18
％
に
お
き
運
用
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
決
算
時
の
公
債
費
負
担

比
率
は
12
・
８
％
で
す
が
、
今
後
、
合

併
特
例
債
事
業
が
本
格
化
す
る
こ
と
と
、

現
政
権
下
に
お
け
る
地
方
財
政
へ
の
影

響
が
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
慎
重
を
期
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
は
、

平
成
27
年
度
ま
で
で
す
の
で
、
基
金
積

立
に
際
し
て
は
、
今
後
、
予
定
す
る
事

業
等
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
様
々
な
ソ
フ
ト
施
策
に
転
化
す
る

際
の
緩
衝
材
と
し
て
の
活
用
も
期
待
し
、

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
適
切

に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 
農
業
生
産
の
拡
大
策
は

Ａ 

産
業
経
済
部
長　

本
市
農
業
生
産
の

拡
大
に
向
け
て
は
、
安
心
安
全
な
農
作

物
を
求
め
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

や
核
家
族
化
な
ど
に
応
じ
た
出
荷
規
格

等
の
検
討
、
ま
た
、
新
規
就
農
者
の
確

平坦な地形・大消費地東京に近いなど条件に
恵まれながら、農業従事者・生産高とも減少。
自給率向上を目指す食糧生産のみならず地
域環境保全など多面的機能に着目した各種
取組みが求められる      （市内の耕作放棄地）

合併特例債の活用状況
年度 起債額（見込） 事業数

H21 22 億　880 万 9事業

H20 6 億 7,920 万 3事業

H19 2,440 万 １事業
＊合併特例債は合併市町村が一体性の
確保や均衡ある発展に帰する事業を行
うため、合併から 10ヵ年に限り、実施
する事業費の95％まで借入できる借金。
後に元本利子返済額の 70％が地方交付
税に加算して還元される
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活動日誌ほか

　10  月
  １日 霞ヶ浦沿岸地域交流施設整備構想策定委員会
 県東市議会議長会（鉾田・行方・鹿嶋・神栖・潮来市）
  ３日 市内幼稚園運動会
  ４日 三世代の集いみんなでやっぺ祭り
  ５日 ふるさとふれあいまつり企画運営委員会
 文教福祉常任委員会 視察研修（～７日）
  ７日 産業祭実行委員会
 ふるさとふれあいまつり実行委員会
 百里基地 日米共同訓練視察
  ８日 戦没者慰霊祭
  ９日 空港周辺地域資源活用推進連絡会設立総会
11日 市民体育祭
13日 百里基地対策委員会 視察研修（～ 14日）
15日 茨城美野里環境組合 視察研修（～ 16日）
16日 県東市議会議長会 定例会
17日 元気っ子幼稚園運動会
19日 議会広報委員会
 宮崎県新富町議会 視察来訪
 社会教育センター組合議会 定例会
23日 韓国水原市議員団 視察来訪
 市民ゴルフ大会
25日 産業祭
26日 議会広報委員会 視察研修（～ 27日） 
29 日 水道事業審議会
 県市議会議長会定例会

　11  月
  ４日 霞ヶ浦沿岸交流施設整備基本構想策定委員会
  ５日 新市建設計画推進委員会 視察研修（～６日）
11日 七つの祝い式典
12日 議会運営委員会 視察研修
13日 埼玉県白岡町議会 視察来訪
 市町村負担金審議会
16日 区長会意見交換会
17日 市民の翼事業実行委員会
19日 霞ヶ浦沿岸地域交流施設整備構想策定委員会
 茨城地方広域環境組合 定例会
 県市議会議長会議員研修会（～ 20日）
23日 商工フェスティバル
25日 市民の翼事業 実行委員会
26日 第５回 臨時議会
 ふるさと塾開校式
27日 産業祭実行委員会
29日 国際交流広場

　12  月
  ２日 議会運営委員会
  ３日 霞ヶ浦沿岸地域交流施設整備構想策定委員会
  ６日 市ＰＴＡ指導者研修会
22日 湖北水道企業団 定例会
 石岡地区防犯総決起大会
25日 子ども議会

夏季に続き 職員等ボーナス・給与等を削減
　11月26日に開催された第5回の臨時議会では、
民間企業の動向を踏まえた人事院勧告に基づき、
市職員の給与・ボーナス等を引き下げる条例改正
案を含む計 6議案について審議しました。
　この中で市職員の給与等に関する議案 99 号に
ついては、夏季に引き続いてのボーナス引下げや
若年層等を除く給与等の引下げを行うもので、こ
れに対して、福島議員から反対討論が行われ、起
立採決の結果、賛成多数で可決し、この他の 5議
案についてはいずれも原案どおり全会一致で可決
しました。

第５回  臨時議会  審議結果
No 議案の内容 結果

■条例の改正（４件）
97 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費

に関する条例
◎

～ 正副市長、議会議員の期末手当の引下げ ～

98 教育委員会委員長の給与、勤務時間そ
の他の勤務条件に関する条例 ◎

～ 教育長の期末手当の引下げ ～

99 職員の給与に関する条例 ○
～ 職員給与・期末勤勉手当等の引下げ ～

100 職員の勤務時間、休暇等に関する条例 ◎
～ 時間外勤務手当の支給割合の引上げ ～

■その他（２件）
101 土浦石岡地方社会教育センター一部事

務組合の解散について ◎

102 土浦石岡地方社会教育センター一部事務組合の
解散に伴う財産処分について ◎

＊ ◎は全会一致で可決、○は賛成多数で可決

  第５回 臨時議会（11/26）を開催 土
浦
石
岡
地
方
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
？
・
・
・
１
９
７
２
年
、
周
辺
の
10
市
町
村
が
加
盟
す
る
一
部
事
務
組
合
と
し
て
設
置
。
広
域
的
な
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
機
能
し
て
き
た
が
、
平
成
22
年
３
月
末
の
解
散
を
予
定
す
る
。

冬休みに入ったばかりの 12月 25 日、市民の会・学校長会が主
催し、３回目となる子ども議会を本会議場で開催。
市内全 12小学校から各代表 2名、6年生 24名が一般質問
を行い、市議会を超えた熱弁を展開。市の将来は明るい！
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皆さんから寄せられた声です　～クイズ・傍聴者の方から寄せられた声を掲載しています～

►►現在、非常に厳しい状況である茨城空港ですが、是非成功するように祈っていますので、関係各位の現在、非常に厳しい状況である茨城空港ですが、是非成功するように祈っていますので、関係各位の

　皆さん頑張ってください。（中延・男性）　皆さん頑張ってください。（中延・男性）
►►茨城空港が開港間近ですが、大丈夫でしょうか。（下吉影・女性）茨城空港が開港間近ですが、大丈夫でしょうか。（下吉影・女性）
►►議会のことが良く分からないので、いつも楽しみに待っています。来年、茨城空港が出来るので小美議会のことが良く分からないので、いつも楽しみに待っています。来年、茨城空港が出来るので小美

　玉市の方々と韓国に行けたらうれしいです。（竹原・女性）　玉市の方々と韓国に行けたらうれしいです。（竹原・女性）
►►正社員の採用激減の中ではあるが、だからこそ地元の若者が安心して働けるような雇用支援に積極的正社員の採用激減の中ではあるが、だからこそ地元の若者が安心して働けるような雇用支援に積極的

　に取り組んで欲しい。（与沢・男性）　に取り組んで欲しい。（与沢・男性）
►►今年から旧小川町統合の元気っ子幼稚園が開園しましたが、市や園内の考えだけでなく、園児や家族、近今年から旧小川町統合の元気っ子幼稚園が開園しましたが、市や園内の考えだけでなく、園児や家族、近

　　隣住民などの意見も積極的に取り入れ、より良い幼稚園となっていくことを強く願います。（山野・男性）隣住民などの意見も積極的に取り入れ、より良い幼稚園となっていくことを強く願います。（山野・男性）
►►子育てしやすい環境になるよう願っています。親子で安心して利用できる支援センターが市にはない子育てしやすい環境になるよう願っています。親子で安心して利用できる支援センターが市にはない

　ので、そのような事業を作ってほしいと思います。「あったらいいのに」という声が周りでも多く聞か　ので、そのような事業を作ってほしいと思います。「あったらいいのに」という声が周りでも多く聞か

　れます。（羽鳥・男性）　れます。（羽鳥・男性）
►►道路の街灯が少なく、夜自転車とかで走るときはとても暗くて危険を感じます。改善をお願いします。道路の街灯が少なく、夜自転車とかで走るときはとても暗くて危険を感じます。改善をお願いします。

　また、交通ルールを守る人が少なく感じます。何か対策をお願いします。（野田・女性）　また、交通ルールを守る人が少なく感じます。何か対策をお願いします。（野田・女性）
►►産業祭に行きました。市のイベントという感じがしてとても良かったです。（上玉里・女性）産業祭に行きました。市のイベントという感じがしてとても良かったです。（上玉里・女性）

ご意見・ご感想をお待ちしていますご意見・ご感想をお待ちしています

クイズ・声

　 第１４回プレゼントクイズ　　 第１４回プレゼントクイズ　＊答えは議会広報 第 1６号の中にあります。

　問題は 3つです。答えを書いて、下記の応募方法によりお送りください。正解した方の中から抽選で
10名の方に、森のレストラン “キャトルセゾン ”（四季の里内）のお食事券 1,000 円分をプレゼントし
ます。たくさんのご応募をお待ちしています。

　　問 ①  平成 21 年第４回定例議会で審議された議案等は全部で○３件？
　　問 ②  茨城空港の開港日は平成 22 年３月 1○日？
　　問 ③  次回の平成 22 年 第１回定例議会の開会日は３月○日？

　◇応募方法
　　　はがき・ＦＡＸ・Ｅメールにて、住所・氏名・クイズの答えを明記してご応募ください。
　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想を併せてお寄せください。
　◇応募〆切
　　　平成２２年３月１日（月）まで　＊当日消印有効
　◇応  募  先
　　　〒 319-0192　小美玉市堅倉８３５　“小美玉市役所　議会事務局 ”宛
　　　　　ＦＡＸ：0299-48-1199　Ｅメール：gikai@city.omitama.lg.jp
　　　　　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用いたしません。

　   　   第１３回クイズの当選者第１３回クイズの当選者
　  31 通のご応募をいただきました。
   当選者は以下の方々です。

　   横 田 友 恵 さん　浜 田 は ま さん　
　   磯山美津子 さん　上杉和加奈 さん  
　   吉澤由美子 さん　大 塚 隆 子 さん
　   鈴 木 政 之 さん　林  衣 里 さん
　   平泉美代子 さん　川 崎 智 美 さん

第１３回クイズの正解
  問① 定例議会で審議された案件は○ ○ 件？
    [ 答 → 30 (21) 件 ]
  問②  サザエさんオープニングで流れる希望ヶ丘
　　  公園に咲く花は？ [ 答 → コスモス ]

  問③  第４ 回定例議会の開会日は 12 月○日？
    [ 答 → 3 日 ]
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行

次の定例議会は
３月２日（火）開会です

３月 定例議会  会期日程  お知らせ
   ２日 ( 火 )  本会議（開会 . 議案説明）

   ４日 ( 木 )  本会議（一般質問）

   ５日 ( 金 )  本会議（一般質問）

   ８日 ( 月 )  委員会（～１６日）

1 ９日 ( 金 )  本会議（報告 . 採決 . 閉会）

   ＊日程は変更になる場合があります。

   議会を傍聴してみませんか！   議会を傍聴してみませんか！

　議会の本会議

は、本庁舎の３

階にある本会議

場で行います。

議会の傍聴は、

議会が開催され

る当日に３階の議会事務局で受付をするだけ

ですので、お気軽にお越しください。

　また、より多くの皆さんに議会をご覧いた

だけるよう本庁舎と各支所１階ロビーにＴＶ

モニターを設置し同時放映を行っています。

後半戦に向けた新体制
新たな委員会 構成 決まる

委員会 委員長 副委員長 委　員 所　管

常　

任

総 　 務 関口  輝門 小川  賢治
大宅克彦、村田春男
中村　強、福島ヤヨヒ

市長公室、総務部、消防本部
小川・玉里総合支所、行政委員会等

文教福祉 山口  良元 岩本  好夫
磯辺　隆、木名瀬幸吉
藤井敏生、山本信子

保健福祉部、教育委員会
医療センター

市民経済 萩  原　茂 加藤  吉博
野村武勝、戸田見成
橋本政美、島田幸三

市民生活、産業経済
農業委員会

建 　 設 笹目  雄一 古谷  庄二
荒川一秀、大和田智弘
市村文男、田村昌男

都市建設部、水道局

議会運営 大和田智弘 藤井  敏生
大宅克彦、荒川一秀、磯辺　隆
市村文男、中村　強

議会運営に関すること

（任期：平成 21年 12月 17日～平成 23年 11月 30日）

　12 月定例議会でおよそ議員任期期間４年の半分を

経過したことから、市議会の委員会条例に定める委員

任期を２年とする規定に基づき、12 月定例議会の最

終日に委員の改選と正副委員長を互選しました。

効率的な議会運営を確保するため、各自治効率的な議会運営を確保するため、各自治
体ごとに行政分野を分けた中で、担当する体ごとに行政分野を分けた中で、担当する
事務調査、議案等の審査を行う委員会。事務調査、議案等の審査を行う委員会。
本会議の下部機関の位置づけながらも審査本会議の下部機関の位置づけながらも審査
の独立性は保障されるの独立性は保障される
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